
塩尻総合学科新校施設整備基本計画策定支援業務委託プロポーザル

一次審査提出書類に係る質問・回答

No. 質問内容 回答

1

必要諸室はあるか。必要諸室のリストがあれば提示いただきたい。 必要諸室については、要領（別冊）及び資料１「諸要件」に示す内容を基本と

し、詳細は基本計画策定業務の中で、教育課程や施設の利用実態等を踏まえ

て整理します。

2

メディアセンターと地域連携協働室とは何か。具体的に必要な機

能（図書・調理・防音等々）などはあるか。

「長野県スクールデザイン2020」をご参照ください。

具体的な機能・仕様は、学校ごとの特色によるため、基本計画策定業務の中で

検討します。

3

学生はいつもどこにいることが多いのか。ホームルームや部室など、学

年ごとの情報をわかる範囲で教えてほしい。

生徒は授業の前後では各ホームルーム教室にいることが多いです。昼休みや放課

後にはホームルーム教室だけでなく空き教室、中庭、部室など敷地内の様々な場

所で過ごしています。

4

学生は昼ごはんをどこで食べることが多いか。ホームルームや部室な

ど、学年ごとの情報をわかる範囲で教えてほしい。

No.3のとおりです。

5

様式7の各分担について、「主要な実績業務」を証する書類の添

付は必要か。

添付は不要ですが、必要と認める場合は、確認資料の提出を求めることがありま

す。

6

新校（若しくは塩尻志学館高校及び田川高校）の駐車台数

（公用、教職員、来客用、業者用）を教えてほしい。

新校における通常時の来客用、業者用駐車台数は20台程度を想定していま

す。現在の塩尻志学館高校では、文化祭などの行事の際には、敷地内に100

台ほど駐車できる空きスペースがあります。教職員の駐車台数は約80台ですが、

特定の場所が決まっているわけではなく、空きスペースに駐車しています。

7

新校で想定している大型バス、マイクロバスの保有台数をご教示く

ださい。

新校での保有台数の想定はありませんが、現在は塩尻志学館高校の野球部で

マイクロバスを１台保有しています。

8

修学旅行等学校の催事で利用する大型バスの台数は何台程度

か教えてほしい。

大型バスを利用した学校の催事を行う際には、単学年分の学級数が出入りでき

る台数（１学級１台として、６学級ならば６台）が必要となる想定です。

9

新校で想定している学年ごとの生徒数について教えてほしい。 新校は、全日制課程、総合学科で、開校時の想定は次のとおりです。

・１学年：６学級程度（240人)

・２学年：５学級程度（200人）

・３学年：５学級程度（200人）

なお、開校から３年後は次のとおりです。

・１学年：６学級程度（240人)

・２学年：６学級程度（240人）

・３学年：６学級程度（240人）

10

新校で想定している職員数（教員、事務）について教えてほし

い。

約80人を想定しています。

11

除去建物の教室類・機能は全て新校舎で充足する必要がある

か。

除却する建物の諸室を同数・同面積で置き換えることを求めるものではありませ

ん。新校の教育活動に必要な機能を、既存活用を含め、施設全体で適切に確

保する計画としてください。

12

地元企業との産学連携、他の高校や大学との学学連携について、

現状ではどのような学びや活動の取組みを実施しているのか教えて

ほしい。また、新校における想定について教えてほしい。

●塩尻志学館高校

産学連携では、例えば地元ワイナリーと連携してワインの加工を行なったり、ワイン

を使った新しい商品開発をしたりする取組があります。また、近隣の小学校と合同

で行う畑の収穫体験なども行っています。

●田川高校

学学連携として、上級学校の講師による出前授業を行っています。

●塩尻総合学科新校

市内の企業と連携した学びや上級学校や近隣の小中学校と連携した学びを積

極的に行うことを想定しています。

長 野 県 教 育 委 員 会 事 務 局
高 校 教 育 課 高 校 再 編 推 進 室
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13

各種実験棟は南面の窓が必須か。 必要な照度、換気を確保できれば、南側窓は必須ではありません。関係法令に

適合した開口としてください。

14

敷地の中にある複数の畑において、それぞれ育てている作物の種

類について教えてほしい。また、残す畑と建替え候補地になっている

畑の違い（使わないなど）、畑を今後どのように運用していくのか

教えてほしい。

●果樹園

りんご、桃、あんず、洋ナシ、柿、梅、プルーン、かりん、ブルーベリー

●畑

きゅうり、トマト、ナス、じゃがいも、さつまいも、とうもろこし、大根、白菜、レタスなど

なお、畑は候補地、果樹園は非候補地です。今後の運用については教育課程

を踏まえて決定します。

15

現在の塩尻志学館高等学校の購買は多目的ホールを利用して

行われているのか。購買がある場合は、現在の場所を教えてほし

い。

昼休みに多目的ホールにてパン、弁当の販売を行っています。購買専用の場所

はありません。

16

敷地内の各部室棟について、現在使用している部活動名を棟教

えてほしい。

●運動部室※男女の記載があるものは別室

バスケットボール部（男女）、バレーボール部（男女）、ソフトテニス部、バドミン

トン部（男女）、陸上競技部（男女）、体操競技部（男女）、サッカー部

（男女）、卓球部、弓道部（女）	 	

●格技室横部室

野球部（男女）、弓道部（男）、剣道部（男女）

●文化部室

ダンス部（男女）、硬式テニス部（男女）、少林寺拳法部、写真部、イラスト

文芸部、ボランティア部、演劇部、軽音楽部、吹奏楽部、書道部、美術部、生

徒会

17

第2棟の1クラス分の改修は、提示されている改修可能面積に含

めるという理解でよいか。

50 特別教室棟（第2棟）の改修は、別途教育委員会事務局で対応するた

め、本プロポーザルの提案には含めません。

18

建物番号3の多目的ホールの現在の利用内容、利用頻度を教え

てほしい。また、仮設校舎又は既存諸室を仮設の多目的ホールと

して利用して建替える計画は可能か。

平日は購買の販売場所や昼食場所として使用するほか、授業の実習場所や成

果物の展示・発表場所等として使用しています。また、放課後や休日は部活動

の活動場所として利用しています。仮設校舎の建設はできませんが、既存諸室を

代替として利用することを想定しています。

19

体育館等の既存施設・諸室について、現在、地域住民や地域団

体が利用しているものはあるか。ある場合は、対象施設・利用内容

を教えてほしい。

ありません。

20

渡り廊下を建替え候補地以外の校地内に建設することは可能か。 生徒及び教職員の動線の効率性など、学校運営上の観点を総合的に勘案した

提案は妨げません。構内通路上に整備する場合は要領（別冊）「７　建築計

画」に記載のとおりです。ただし、基本計画策定業務の中で、事業予算の範囲内

において合理的な実施が可能か検討します。

21

既存の各門の位置を変更することは可能か。 位置の変更の制限はありません。総合的に勘案して提案してください。

22

現在、体育の授業では、小体育館と大体育館の両方を使用して

いるか。

男女別や競技別に実施するために両方とも使用しています。

23

既存活用の50の第2棟について、CR1室分の改修のほか、渡り廊

下を2階の教室部分へ接続するような改修工事を行うことは可能

か。

CR1室分以上の改修工事は予定しておりません。

24

校地内で必要な教職員用、来客用の駐車場の台数は何台以上

か。

No.6のとおりです。
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25

職員の想定人数は何人か。可能であれば、各系列の割合も教え

てほしい。

職員の想定人数はNo.10のとおりです。現時点で各系列の構成は確定していま

せん。教育課程、学級数等を踏まえ、今後決定します。

26

機器の更新や活動で使うものの運搬等で車がすぐ近くまで寄り付

かなければならない室はあるか。

保健室（1管理教室棟1階）、ごみ集積所（2昇降口棟西側）、ワイン製造

実習室（20食品加工実験実習棟）、醸造実習室・食品製造実習室（11

農業校舎本館）、地下灯油タンク（4管理棟北側）、オイルタンク（要領（別

冊）資料2のとおり）

27

体育以外に更衣が必要な授業を教えてほしい。また、現状の更衣

場所を教えてほしい。

体育の授業に加え、農業に関する科目においても野外実習や製造・醸造実習を

実施するため、更衣場所が必要です。現在、体育の授業ではプール東側の更衣

室棟を使用しています。また、農業科目の実習では、食品加工実験実習棟の女

子更衣室及び実習管理棟の男子更衣室を使用していますが、更衣場所が分

散していることや、実習動線及び衛生管理の観点から課題があります。

28

敷地中央の校内道路の下にあるインフラを全て教えてほしい。 以下のとおりです。

電気、給水（上水）、給水（井水）、消火、排水

29

一次審査書類提出後の確認連絡について、提出が16時30分以

降となる場合はメール連絡でもよいか。不可の場合、16時30分前

に提出する必要があるか。

一次審査書類の提出後の確認連絡は、受付時間内に電話により行ってくださ

い。そのため、確認連絡が必要な場合は受付時間内に提出してください。

30

灯油ヒーターを現状使っている室はあるか。ある場合は室名を教え

てほしい。

第２棟の全室はFF、各棟の職員がいる場所は灯油ヒーターを使用しています。

それ以外の室では灯油ストーブを使用しています。

31

文化部部室を利用している部活を教えてほしい。また、文化部はど

この室で活動しているか。

文化部室を使用している部活はNo.16のとおりです。活動場所は書道部や被服

部などの専門の教室がある部はその教室で、無い部は主に多目的室や大講義

室、合宿所などを利用しています。

32

建替え候補地外の外構整備（駐車場にする、舗装のやり替え

等）の提案は可能か。

建替え候補地外の外構整備は想定していません。計画に当たっては、建替え候

補地内を対象として提案してください。

33

別冊（資料1）にて、中庭、造園実習所跡が「残置継続利用」と

記載されているが、具体的な対象範囲を提示してほしい。

造園実習所跡は、要領（別冊）資料2「15堆肥舎棟（肥料他倉庫）」の北

にある、建替え候補地外の区域を指します。要領（別冊）資料2に示す建替え

候補地を正とし、当該範囲以外を残置継続利用範囲として捉えてください。

34

塩尻志学館高校の畑及び温室において、現在どのような農産物を

育てているか教えてほしい。

No.14のとおりです。温室では水耕栽培、花栽培、育苗と栽培方法や種類に

よって分けて栽培しています。

35

既存設備及び現地説明から想定したワイン製造工程の室及び順

番は次のとおりで正しいか。

食品製造実習室（破砕・除梗）→ワイン製造実習室（発酵・

醸造）→食品製造実習室（圧搾）→316貯蔵室（瓶詰め・

熟成）→ワイン製造実習室（貯蔵）

正しい場合、また、新校整備に伴い工程に合わせた室名とし、現

状の室名と合わせなくてもよいか。

製造工程の順番はそのとおりですが、工程の作業を行う機具などは全てワイン製

造実習室に配置してあります。室名については、法律に則ったものとしてください。

36

既存食品加工実験実習棟の更衣室、製造庫の利用状況を教え

てほしい。製造庫は瓶詰めされたワインを貯蔵している地下室という

ことでよいか。

更衣室については、No.27のとおりです。更衣のために毎日使用しています。

ワインを貯蔵する場所は、製造庫の地下室（ワインセラー）とプレハブ冷蔵庫及

び樽庫（＝316貯蔵室）です。

37

316貯蔵室をワインの熟成、305製造庫をワインの貯蔵に利用し

ているという理解でよいか。

316貯蔵室は樽庫（＝ワインの貯蔵）、305製造庫の地下室はワインセラーと

してワインの貯蔵をしており、１階はワイン瓶などの資材庫として使用しています。
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38

既存食品加工実験実習棟の更衣室とワイン製造実習室の関係

について教えてほしい。

No.36のとおりです。

39

ミルクプラント室はボイラー室として使用されているとのことだが、何用

のボイラーか。

ワイン製造の他に食品製造（ジュースなど）にも使用しています。

40

駐車場の想定台数を教えてほしい。（公用車用、教職員用、来

客用、業者用）

No.6のとおりです。

41

塩尻駅から徒歩約18分の距離にあり、現状、高校周辺にはバス

停等が見受けらないが、スクールバス等の運行はあるか。

スクールバスの運行はありません。

42

現管理教室等にはポーチが設けられているが、車寄せ等の整備は

必要か。

車寄せ等による車両の寄り付きは必要です。ただし、庇の有無については、基本

計画策定業務の中で検討します。

43

「校内への大型バス等の乗入れについて検討する」と記載がある

が、具体的にどのような場面で大型バスの来校を想定されている

か。例えば、他校との遠征試合等に伴う大型バスの来校などを想

定しているか。

研修旅行や各種行事の移動手段を想定しています。また、他校との遠征試合

等に伴う大型バスの乗り入れも想定しています。

44

高校統合後は生徒数の増加が見込まれると思うが、想定されてい

る生徒数等があれば教えてほしい。（現状：志学館577人、田

川529人）

No.9のとおりです。

45

生徒数の増加に伴い、特別教室棟にホームルーム1クラス分の増

設が計画されているが、その他にも増設を検討すべき諸室等はある

か。

ありません。

46

「R14年度に一部竣工」と記載があるが、具体的にどのような施

設・範囲を一部竣工とする想定か。計画されている整備段階につ

いて説明いただけるか。

令和15年4月の開校に支障が生じないことを前提として、提案による一部施設

が供用開始可能な状態となるよう計画してください。なお、整備対象施設及び整

備範囲は提案によるものとします。

47

敷地内の高低差を把握できる資料等があれば提供いただきたい。 現在提供できる範囲の資料を掲載します。詳細な資料は、契約後に改めて示し

ます。

要領（別冊）資料2を参照してください。

48

教職員について、大職員室よりも各専門科目の準備室等で10分

休みを過ごす傾向があるように思われるが、この認識で問題ない

か。

現状はご認識のとおりです。現在塩尻志学館高校の大職員室は教職員全員分

のデスクがあるわけではなく、主に国語、地歴公民、数学、英語の教職員が常駐

する場所となっています。

49

No.43の倉庫は、配置図上のどの位置に該当するか。 No.43の倉庫は現存しません。要領（別冊）資料1のリストからは削除と考えて

ください。

50

総合学科高校として農業・商業・福祉の各専門分野があるが、そ

れぞれの分野への生徒の振り分け比率はどの程度を想定されてい

るか。各科の専用諸室の面積を見る限り、農業分野が比較的大

きな割合を占めているように見受けられるが、想定されている生徒

数の比率等があれば教えてほしい。

現時点で、農業・商業・福祉の各分野への生徒の振り分け比率は確定していま

せん。教育課程や生徒の科目選択等を踏まえ、今後検討します。

51

既存建物の図面を提供いただけるか。特に、校舎本館（第2

棟）、混合教室棟、総合学科棟、図書館視聴覚室棟の既存図

を提供願いたい。

既存図については、契約後の提供とします。
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長 野 県 教 育 委 員 会 事 務 局
高 校 教 育 課 高 校 再 編 推 進 室

52

No.9武道場やNo.8部室の仮設の検討は可能か。 要領（別冊）資料１のとおりです。なお、先行校においては、体育施設が不足

する場合は外部施設を利用している事例があります。

53

職員用駐車場の必要台数、マイクロバス等の校用車両のサイズ・

台数、来校車用の駐車場の必要台数を教えてほしい。

No.6、7のとおりです。

54

既存校舎はEVがなくバリアフリー動線が確保できていないように思

われるが、新設校舎はバリアフリー動線を確保する必要があるか。

また、既存校舎についても将来的にバリアフリー動線確保のための

改修等は検討されているか。

整備建物については、原則長野県福祉のまちづくり条例に適合するものとして計

画してください。なお、高等学校は教育施設に分類されます。また、現時点で既

存校舎のバリアフリーに関する改修については予定はありません。

55

例年の積雪と雪かきの実施頻度について教えてほしい。 積雪は10～20㎝程度で、多くても30㎝ほどです。雪かきは月に３回程度、積

雪の状況により行っています。

56

グラウンド内やテニスコートにも車両は入るのかなど敷地内のどの場

所にどのような車両が入る必要があるかを教えてほしい。また、工事

期間中なども車両の出入りが必要なエリアを提示いただきたい。

数年に一度グラウンドに新しい土を入れる必要があるため、小体育館南側のグラ

ウンド入り口から大型トラックが入ることがあります。

57

既存校舎（第1棟）の大職員室と職員室の使い方について教え

てほしい。

第1棟大職員室横の職員室は、会議スペースとしての利用や各教科の教材と

ICT機器の保管場所、大職員室に常駐する教職員のロッカールームとなっていま

す。なお、大職員室については、No.48のとおりです。

58

既存校舎（第1棟）に大職員室と職員室が併置されているが、

大職員室→学校全体の教職員

職員室→学科ごと（あるいは学年ごと）

の教職員のスペースという理解でよいか。

No.57のとおりです。

59

現在のワイン製造実習で使われている諸室は「304ワイン製造実

習室、305製造庫、314食品製造実習室、315醸造実習室、

316貯蔵室、301更衣室」で、実習に関わる教員は「303準備

室」に席があると理解してよいか。

貴見のとおりです。

60

建替え候補地外に建物同士の接続のための渡り廊下を整備する

ことは可能か。

No.20のとおりです。

61

資料1において、①活用（用途変更なし）に該当する建物のう

ち、その他の建物によって用途を代替できる軽微な建物の場合、

除却することは可能か。

ご質問の「用途を代替できる軽微な建物」の範囲及び対象が不明確であり、一

律の判断はできません。なお、資料1において①活用（用途変更なし）に区分し

た建物は、原則として継続活用を前提としています。

62

各校の現状のICT環境の具体的な活用方法、整備状況を教えて

ほしい。

各教室や講義室、体育館でWi-fiが使用でき、生徒は授業で個人のタブレットを

使用しています。教員も貸出タブレット等を使用し、教室内の電子黒板を使って

授業を行うことができます。

63

現在ガスコンロや釜などの使用があり、火気使用室に該当する室を

教えてほしい。

基本的には各棟の教職員が常駐する室（大職員室、各準備室、事務室、教

務室、進路室など）にはガスコンロがあります。加えて、第２棟の211、215、

218、第３棟の全室、そして実習管理棟、農業機械実習棟、ミルクプラント室に

あります。

64

塩尻志学館高校の桔梗会館の利用状況について教えてほしい。 同窓会を含む校内外の方々が参集する会議の会場として使用しています。

65

中庭は残置、継続利用となるが、特別教室棟南側の中庭は対象

外と考えてよいか。

貴見のとおりです。要領（別冊）資料2に示す建替え候補地を正とし、当該範

囲以外を残置継続利用範囲として捉えてください。
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長 野 県 教 育 委 員 会 事 務 局
高 校 教 育 課 高 校 再 編 推 進 室

66

造園実習所跡とはどこを指すか教えてほしい。 要領（別冊）資料２「15堆肥舎棟（肥料他倉庫）」の北にある、建替え候

補地外の区域を指します。同資料2に示す建替え候補地を正とし、当該範囲以

外を残置継続利用範囲として捉えてください。

67

52駐輪場、渡り廊下、ごみ集積所、物置において「原則除却・活

用も可」とされているが、（資料2）配置図・案内図にて着色のな

い小体育館南側の自転車置場2棟、および西門脇の自転車置

場2棟についても同様に「原則除却・活用も可」と考えてよいか。

小体育館南側の自転車置場2棟、および西門脇の自転車置場2棟は、「③原

則活用だが、除却も可」としますが、要領（別冊）資料１の番号52の「※」事

項を踏まえて計画してください。

要領（別冊）資料２を修正します。

68

特別教室棟の改修は、改修面積に含まないという認識でよいか。 50　特別教室棟（第2棟）のCR1室分の改修は改修面積に含みません。

69

校内への大型バス等の乗り入れについて検討することとあるが、校

外からのワイン施設見学の想定でよいか。

校外からの施設見学だけではありません。校外学習に大型バス等で移動する際

には校内を出発地とすることも考えられます。

70

本プロポーザル提案段階において、総合学科の系列は志学館の

「農業科学」「生活文化」「生活福祉」「芸術スポーツ」「ビジネス情

報」「理数」「人文」の7系列と考えてよいか。

塩尻志学館高校は令和９年４月より８系列となります。具体的には、「情報メ

ディア」系列が新しく増える予定です。

71

混合教室棟北側の機械室について、どのような機械が入っている

か。また、場合によって、場所の移動は可能か。

受水槽（上水）、揚水ポンプ（上水、井水）、加圧給水ポンプユニット（上

水、井水）消火栓ポンプユニット、排水水中ポンプがあります。

移設については、事業費、工程及び学校運営への影響等を総合的に勘案した

提案は妨げません。ただし、基本計画策定業務の中で、事業予算の範囲内にお

いて合理的な実施が可能か検討します。

72

既存のブドウの製造に関わるタンク等の設備機器は、校舎の新設

にあたって、継続利用されるという想定でよいか。

貴見のとおりです。

73

自転車置場は集約提案可能とのことだが、提案は建替え候補地

以外でも可能か。

自転車置場の集約は可能ですが、新たな整備は建替え候補地内で計画してく

ださい。また、No.67も参照してください。

74

建て替え候補地以外の敷地について、外構などのランドスケープを

提案することは可能か。

建替え候補地以外の敷地における外構整備やランドスケープの変更は想定して

いません。計画に当たっては、建替え候補地内を対象として提案してください。

75

建て替え候補地以外の敷地について、各棟を繋げるための屋根付

き歩廊などは提案することは可能か。

No.20のとおりです。

76

見学会の様子や現地の写真を共有いただけないか。 撮影枚数は少ないですが、掲載します。

77

別冊（資料２）の配置図・案内図について、スケールがわかる資

料をいただけないか。

スケールを追加します。

78

格技室の平面図など、部屋の配置や大きさがわかる資料をいただ

けないか。

既存図については、契約後の提供とします。

79

テニスコートやフットサルコートがあるエリアについて、それぞれの機能

を確保した上で、その余白で建築を提案した場合にも、同等の面

積を建築可能範囲内で再度確保する必要はあるか。

テニスコートについては同規模、同程度を確保してください。フットサルコートについ

てはこの限りではありません。
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長 野 県 教 育 委 員 会 事 務 局
高 校 教 育 課 高 校 再 編 推 進 室

80

別冊資料７の用途不明の部屋について使い方を教えてほしい。

（第１棟：122、第4棟：421・422）

現在、第１棟の122は書道準備室として、第４棟の421、422は商業や数学

の授業教室として使用しています。

81

畑（現在は部活動で利用）は新校開校時から畑として利用開

始する予定と考えてよいか。

貴見のとおりです。

82

図書館視聴覚室の用途変更の検討するために、平面図をいただ

けないか。

既存図については、契約後の提供とします。

83

果樹園、畑で育てている作物を教えてほしい。季節によって変わる

場合も教えてほしい。

No.14のとおりです。

84

醸造実習室、ワイン製造実習室、貯蔵庫、製造庫はそれぞれ関

係している部屋か。また、具体的な使い方をお教えてほしい。

No.35、36、37、59のとおりです。
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